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①  独り歩きする＜政策ないし組織原理としての質保証＞の問題点とは何か  
②  質はどのように定義されるべきか  
③  ESG における学生参加はどのように評価できるか  
④  学生が何にどのように参加すれば高等教育の質保証につながるのか  
⑤  定義された質の保証はどのように実現されるべきか  
⑥  適切な学生参加とは何か  
である。  
本論文は、これらの課題に対応して構成された 6 つの章からなる。  
I では、学生参加による質保証に照準を合わせる背景を説明し、本論文の目的と仮







III では、ESG2005 および ESG2015 における学生参加の特徴を分析し、先行研究の
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